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過去の FUV 研究で量子化学計算を用いることにより，Rydberg 遷移の帰属が行わ
れたことから，アミドでも同様のバンド帰属が期待できる。さらに，ナイロンの
ATR-FUV スペクトルの測定を行い，その極表面の電子状態について調べた。 
【実験】メチル置換基の付加が異なる 5 種類の液体アミドの ATR-FUV スペクトル
を 145-260 nm の範囲で測定を行い，気体スペクトルおよび量子化学計算による計
算スペクトルと比較した。また，構造の異なる 5 種類のナイロンの ATR-FUV スペク
トルの測定を行い，液体アミドおよび量子化学計算との比較を行った。量子化学計
算は，Gaussian 09 プログラムを用いて，密度汎関数法である TD-CAM-B3LYP 法
を用いて，aug-cc-pVTZ のレベルで各分子の構造最適化および励起状態計算を行った。 

















 ナイロン 6，ナイロン 12 および液
体アミドの N-メチルアセトアミド
（NMA）の ATR-FUV スペクトルを






ロン分子では 150 nm 付近に，液体ア
ミドでは観測されない吸収が見られ
た。ナイロン 6 とナイロン 12 で比較
してみると，ナイロン 12 の方がこの
吸収強度が大きいことがわかる。また，










図 1 ホルムアミド（FA）の(a)ATR-FUV ス
ペクトルおよび(b)計算スペクトル 
 
図 2 ナイロン 6，ナイロン 12，NMA の 
ATR-FUV スペクトル 
